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第
十
条
中
「
地
方
公
共
団
体
は
」
の
下
に
「
、
教
育
の
機
会
均
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
生
活
の
」
の
下
に
「
安
定
に
資
す
る
た
め
の
」
を
加
え
、
同
条
中
「
に
関
す
る
支
援
の
た

め
に
」
を
「
の
安
定
に
資
す
る
た
め
の
支
援
に
関
し
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
対
す
る
」
の
下
に
「
職
業
生
活
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
た
め
の
」
を
加
え
、同
条
中「
自

立
を
図
る
」
を
「
所
得
の
増
大
そ
の
他
の
職
業
生
活
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
た
め
、」の
下
に
「
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
指
標
に
関
す
る
研
究
そ
の
他
の
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

会
議
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
綱
の
案
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
及
び
そ
の
保

護
者
、
学
識
経
験
者
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
係
る
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

２

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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棚
田
地
域
振
興
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公
布
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法
律
第
四
十
二
号

棚
田
地
域
振
興
法

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
棚
田
が
荒
廃
の
危
機
に
直
面

し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
基
本
方
針
の
策
定
そ
の
他
の
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
重
な

国
民
的
財
産
で
あ
る
棚
田
を
保
全
し
、
棚
田
地
域
の
有
す
る
多
面
に
わ
た
る
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
、
も
っ
て
棚

田
地
域
の
持
続
的
発
展
及
び
国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
棚
田
」
と
は
、
傾
斜
地
に
階
段
状
に
設
け
ら
れ
た
田
を
い
い
、「
棚
田
等
」
と
は
、
棚

田
及
び
棚
田
に
類
す
る
形
状
の
農
用
地
（
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
農
用
地
を
い
う
。）を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
棚
田
地
域
」
と
は
、
自
然
的
社
会
的
諸
条
件
か
ら
み
て
一
体
的
な
日
常
生
活
圏
を
構
成
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
棚
田
を
含
む
一
定
の
地
域
で
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
棚
田
地
域
振
興
活
動
」
と
は
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
活
動
及
び
棚
田
地
域
内
の
棚

田
等
の
保
全
に
関
す
る
活
動
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

棚
田
地
域
の
振
興
は
、
棚
田
地
域
の
有
す
る
農
産
物
の
供
給
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵か
ん

養
、
生
物
の
多
様

性
の
確
保
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
伝
統
文
化
の
継
承
等
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
が
維

持
さ
れ
、
国
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
棚
田
等
の
保
全
を
図
る
と
と
も

に
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
定
住
等
（
棚
田
地
域
に
お
け
る
定
住
及
び
他
の
地
域
の
住
民
が
そ
の
住
所
の
ほ
か
棚
田
地

域
に
居
所
を
有
す
る
こ
と
を
い
う
。）並
び
に
国
内
及
び
国
外
の
地
域
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
は
、
農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
者
が
地
域
の

特
性
に
即
し
た
棚
田
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
に
す
る
自
主
的
な
努
力
を
助
長
す
る
こ
と
並
び
に
多
様
な
主
体
の
連

携
及
び
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
等
の
責
務
）

第
四
条

国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実

施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
し
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

自
主
的
か
つ
主
体
的
に
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
基
本
方
針
）

第
五
条

政
府
は
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

基
本
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

棚
田
地
域
の
振
興
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

二

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項

三

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
棚
田
地
域
の
指
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項

四

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項

五

第
八
条
第
二
項
第
一
号
の
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
事
項

六

第
十
条
第
三
項
の
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
認
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
基
本
方
針
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
基
本
方
針
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
）

第
六
条

都
道
府
県
は
、
基
本
方
針
を
勘
案
し
て
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な

計
画
（
以
下
こ
の
条
並
び
に
第
八
条
第
三
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
」
と
い
う
。）

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

棚
田
地
域
の
振
興
の
目
標

二

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項

３

都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
は
、
国
土
形
成
計
画
、
山
村
振
興
計
画
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
そ
の
他
法
律

の
規
定
に
よ
る
地
域
振
興
に
関
す
る
計
画
と
の
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




		2019-06-18T14:53:43+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




